
時間割 内容 

第１回（前半） １８0分 相手（銀行）の実態とスタンスを知る。 
銀行の企業の見方や考え方の基本的なスタンスを理解する。 
（銀行現場の実情と銀行特有の視点を理解し、企業に対する取引
スタンスを理解して頂きます。） 

第１回（後半） １８0分 企業分析手法その① 
企業評価手法と資金の流れ（企業体力の評価と資金運用表を活
用したお金の流れを分析） 

第２回（前半） １８0分 企業分析手法その② 損益計算書と簿外背景（代表者資産等）・トータル分析 

第２回（後半） １８0分 融資審査の実態を知る。 
融資審査における三つのポイント＋α（資金使途・返済・見返り＋
プロフィット） 具体例による運転資金・設備資金の考え方。 

第３回（前半） １８0分 具体的なコミュニケーション手法 
月次試算・四半期・半期・決算・事業計画等を活用した具体的なコ
銀行とのミュニケーション手法や融資申し込みにあたっての留意点 

第３回（後半） １８0分 
資金繰り表の考え方と過去実例のご
紹介 

銀行が求める本当の資金繰り表の考え方・債務超過状態での資
金調達・損失（赤字）補てんの資金支援 

銀行取引円滑化支援プログラム 
 

－ 銀行が企業を見る視点の理解により経営効率の最大化を図る － 

ご挨拶 

セミナーカリキュラム 
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・銀行の見方考え方やスタンスを理解し、銀行的な
視点で客観的な会社分析手法を身に付ける事が可能
です。 
・困った時に銀行から支援を取り付けるため必要な
具体的なコミュニケーション手法を身に付ける事が
出来ます。 
・顧問先に合った銀行を取捨選択できる力量を身に
付ける事でより有利な調達条件を引き出す事が可能
です。 
・このプログラムを実践して頂く事で銀行取引にお
いて顧問先に他の企業とは圧倒的な差別化の提供出
来ます。  

本セミナーの特徴 

Map経営、コンサルティング・ネットワーク共催 

 銀行の会社を見る手法や考え方（与信審査や与信管理等）のポイントを抑える事により銀行取引の円滑

化を図り、銀行から信頼を得られる会社となる支援手法を学んで頂きます。 

セミナー目的と概要 

受講料：３００，０００円（６時間／１日×３日） 

「雨が降った時に傘を貸さない。」銀行を揶揄するときに使われる決まり文句です。 
銀行の商品はお金です。お金を扱う仕事だけに商売の性質は他のビジネスとは趣がかなり異なります。
このプログラムは銀行内部を経験した視点と経営者側の立ち位置両方の視点から得た経験を元にした
プログラムです。経営者の立場として銀行の見方考え方（与信の考え方）を知る事は銀行取引を円滑
に進める最短の手法です。 
 銀行の企業を見る視点を熟知して、日常の銀行取引の円滑化はもとより、苦しい時（つまり雨が
降っている時）でも支援（傘を貸してくれる）してくれる経営体質へ変わる支援手法を身に付けて頂
くためのプログラムです。 

銀行調書抜粋  


